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生活の場面  自 分 た ち が 意 識 す る こ と 

登 校 

○ 登校中に友達や先生、地域の方に出会った時は元気良くあいさつする。（語先後礼） 

○ 7時40分から7時50分の間に児童生徒玄関を通過し、8時には自分の席に着いておく。 

○ 生活の記録、その他提出物は朝のうちに提出する。 

○ 登校後は、机の中やロッカーを整理し、朝の学習に取り組めるよう準備する。 

島っ子タイム ○ 朝の学習には静かに時間いっぱい取り組む。 

朝の会 
○ 朝の会の初めに元気良く、あいさつをする。 

○ 日直が司会を担当し、他の生徒はスムーズに会が進行するよう協力する。 

授 業 

○ 授業は、きちんと標準服で受ける（体育の授業や教科の内容で体育着になる場合は除く）。 

○ 授業の始めと終わりに、きちんとあいさつをする。「（チャイムと同時に黙想後）立腰、始めます。礼」 

○ 学習用具や課題忘れがないよう心がける。忘れ物があった場合は、事前に教科担任に申し出る。 

○ どの授業も真剣に取り組み、返事や挙手を意欲的に行う。 

○ 自習の時は、無言で課題に取り組む。 

授業準備 

（休み時間） 

○ 休み時間は、トイレ休憩と次の授業準備の時間とし、１分前着席を守る。（係は呼び掛ける） 

○ チャイムと同時に黙想し、心を落ち着けて授業に臨む姿勢をつくる。 

○ 体育や更衣が必要な授業については、男女とも体育館の更衣室で行う。 

 

 

給 食 

 

 

○ ４校時終了後は、速やかに給食着を着て、手洗い･うがいを済ませたらすぐに給食室に行く。 

○ 全員で協力して、配膳ができるだけ早く終わるよう心がける。 

○ 給食当番は、給食着やマスクを忘れないようにする。（忘れた場合は先生に報告して指示を受ける） 

○ 給食中は、マナーを守り、楽しく食べ、時間内に食べ終えるようにする。 

○ 給食当番は、責任をもって給食室へ容器等を返しに行く。（返却は丁寧に、感謝の言葉も忘れずに） 

 

 

昼休み 

 

○ 月・木と火・金で、掃除場所が異なるので、自分の清掃場所をしっかり確認しておく。 

○ 昼休みはできるだけ外で遊び、雨の日は静かに室内で過ごす。積極的に、図書室も利用する。 

○ ボール等の使用は、必ず許可をもらい、責任をもって返却する。 

○ 体育館、特別教室を使用する場合は許可をもらって使用する。 

○ 授業連絡を行う生徒は、昼休み中に確認する。（授業準備時間を利用しても良い。） 

清 掃 

○ 上着は脱ぐ。寒い場合はジャージを着用しても良い。 

○ 清掃の放送と同時に、速やかに清掃場所に移動し、清掃を開始する。 

○ 清掃開始のチャイムと同時に黙想し、清掃の心構えを意識する。 

○ 無言で時間いっぱい真面目に清掃に取り組む。（無言清掃の徹底） 

○ 清掃終了の放送で後片づけをし、その後速やかに5時間目の授業に備える。 

（集会校時程） 

○ 集会校時程の日は、通常の時間と異なる動きになるので、時計を見て行動する。 

○ 集会校時程の日は、先生方の指示をよく聞いて、すみやかに行動する。 

○ 集会等の後の授業に遅れないように行動する。 

授 業 

（午後） 
○ 授業は、きちんと標準服で受ける（体育の授業や教科の内容で体育着になる場合は除く）。 

帰りの会 

○ プリント配付・生活の記録係の生徒は、速やかに取りに行き、会が始まる前に配り終えるようにする。 

○ 帰りの会は日直が司会を担当し、他の生徒はスムーズに会が進行するよう協力する。  

○ 次の日の授業連絡を必ず生活の記録に記録する。 

○ 各係からの連絡・伝達事項はきちんと伝える。 

○ ６時間目が体育の場合、部活動に行く生徒は更衣しなくてもよい。 

放課後 

○ 用のない生徒は速やかに下校するか、部活動に行く。 

○ 用事のある生徒は居残りすることを先生方に伝えてから活動を行う（17:30まで）。 

○ 日直は、仕事や戸締まりをし、日誌をもって学級担任に報告する。 

部活動 

○ 部活動のきまりを守り、精一杯練習に励む。 

○ 練習に参加しない生徒は、必ず顧問の先生に許可をもらう。 

○ 終了時間を厳守し、後片づけや戸締まりをしっかり行う。 

○ 終了後は、速やかに下校する。 

その他 
○ 特別な用事がない限り、他の教室や特別教室等には入らない。使用する場合は、許可を得る。 

○ 外に出る時は、上履きを靴箱に入れ、児童生徒玄関から出るようにする。 

○ 上履きと下履きの区別をしっかりとつける。 


